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２ 基本理念と体系 

（１） 基本理念 

本市では、総合計画の基本構想に掲げたまちづくりの基本理念を踏まえ、今後のまち

づくりにおいて、市民、事業者と共に実現を目指す大津市の将来像である「ひと、自然、歴

史の縁で織りなす 住み続けたいまち“大津再生”」の実現を目指し、保健医療分野におい

ては、市民一人一人が生涯にわたり健康で生き生きと暮らせるまちづくりを推進していま

す。 

また、医療需要が増える一方、医療資源には限りがあることを、市民・関係機関・行政

の間で共通認識として捉えた上で、市民一人一人が生涯にわたり心身ともに健康で安心

して住み慣れた地域で暮らせる社会の実現を目指します。そのために、効率的・効果的で

質の高い医療提供体制を整え、保健・医療・介護等の切れ目のない連携に基づく「地域

包括ケアシステム」を深化するとともに、子どもから高齢者まで市民の誰もが将来にわたり

大津で暮らし続けることへの安心を支える医療・保健の仕組みづくりを進めます。 

そこで、本プランでは、その実現に向け、自助・互助・共助・公助の考え方を踏まえて基

本理念を次のとおりとしています。 

 

＜ 基 本 理 念 ＞  

 

い つ ま で も い き い き と 暮 ら す こ と の で き る ま ち ・ 大 津 

～  健 康 は 自 分 で ・ 地 域 で ・ 社 会 で つ く る  ～  

 

この基本理念のもと、本プランは、市民一人一人が自分の「こころとからだ」の健康に関

心をもち主体的に健康づくりに取り組むとともに、身近な地域で安全・安心な保健医療サ

ービスが受けられる健康のまちづくりの実現を目指し、次の３つの基本目標を掲げて本プ

ランの推進を図ります。 

 

基本目標 １  生涯にわたる健康づくりを進めます 

 

市民一人一人が生涯にわたって健康に暮らせるよう、それぞれのライフステージに応じ

た保健医療サービスの充実を図ります。 

母子保健分野では、全ての親と子どもが心身とも健やかに安心して暮らすことができる

ようにします。 

健康づくり分野では、疾病予防に努めるとともに、市民が病気の有無に関わらず、前向

きに自分らしく暮らすことができるようにします。 

高齢者支援分野では、市民が高齢になっても健康を維持でき、生きがいをもっていきい

き暮らすことができるようにします。 

難病支援分野では、難病患者や家族が望む場所で望む人と、安心して自分らしい生活
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を続けることができるようにします。 

精神保健分野では、精神障害者や精神的健康に課題を抱える者及び家族並びに地域

住民が安定した社会生活を送ることができるようにします。 

 

基本目標 ２  安全で快適な生活環境づくりを進めます 

 

生活環境における保健衛生上の安全と安心を確保します。 

感染症対策分野では、市民が感染症の脅威から逃れ、安心して暮らすことができるよう

にします。 

生活衛生対策分野では、市民が健康で衛生的な日常生活を送ることができるようにし

ます。 

  

基本目標 ３  安心して暮らせる医療体制づくりを進めます 

 

住み慣れた地域で、健康で生きがいを感じながら生活を送ることは、市民共通の願いで

す。このため、市民が安心して医療サービスの提供を受けられるよう、行政や医療機関等

が連携し、医療体制の整備・充実を図ります。 

医療体制・医療安全分野では、市民が望んでいる安全・安心な医療を受けることができ

るようにします。 

健康危機管理分野では、災害が起こったとき又は新型インフルエンザ等が発生したと

き、市民が健康を保つことができるようにします。 

【図 1-2-1】 プランの体系図 

 

 作成 大津市保健所 
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第４章 基本施策の推進（あるべき姿の実現） 

 

 本章は、本プランを推進するための基本施策を分野ごとに整理したものです。本プランの策

定に当たり、各分野において市民がなっているべき状態を設定し、その実現に向けて中間目

標及び取組の総称とその施策をまとめています。また、施策の推進に当たっては、市民の主

観的な感覚を大切にし、望ましい姿の実現を目指します。 

 

基本目標１  生涯にわたる健康づくりを進めます 

 

 分野 1 母子保健 

  

 

  

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標１）〉

〈母子保健〉

(ｱ) 妊娠、出産を支援します 市民が安心して妊娠できる

妊娠１１週以下での妊娠の届
出率

↑

(ｲ) 子育てを支援します

出産後の4か月健診で、毎日
の生活に不安なく過ごせてい
る人の割合

↑

幼児健診で「子育てに充実感が
ある」と答えた人の割合 ↑

(ｳ)

(ｴ)
発達障害がある又はその疑
いのある子どもの健全な成
長を支援します

全ての親と子どもが、心身と
も健やかに安心して暮らすこ
とができる

1

3

未熟児、疾病のある児を支
援します

市民が妊娠から出産、育児
期までを安心して過ごすこと
ができる

市民が安心して子育てできる
（子どもが健やかに成長でき
る）

子育てしている保護者と子ど
もが心身とも健やかに安心し
て暮らしていると感じる割合

↑

ア

2

いつまでもいきいきと暮らすことができる

生涯にわたる健康づくりができる

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい

3
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分野２ 健康づくり  

  

 

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標１）〉

〈健康づくり〉

毎日飲酒している人の割合 ↓

２０歳の時の体重から１０kg以
上増加している人の割合 ↓

睡眠で休養が十分にとれてい
る人の割合 ↑

たばこを習慣的に吸っている
人の割合 ↓

家庭で受動喫煙の機会を有す
る人の割合 ↓

定期的にがん検診を受けてい
る人の割合

↑

特定健康診査を受けている人
の割合

↑

生活習慣病を予防し、いくつに
なっても、自分らしく前向きに
生活できる市民を増やします

(ｶ)

市民が健康につながる正し
い知識や情報を得ることがで
きる

(ｱ)

(ｲ)

(ｳ)

(ｴ)

(ｵ)

日常生活において歩行又は同
等の身体活動を１日１時間以
上実施している人の割合

↑

2

市民が健全な食生活を送る
ことができる環境を整えます

働く市民が健康に過ごすこと
ができるようにします

健康に関する情報を発信し
ます

1

健全な食生活が実践できる
市民を増やします

市民が、疾病予防に努める
とともに、病気の有無にかか
わらず、前向きに自分らしく
暮らすことができる

健康のために運動をしたくな
る環境を整えます

市民が健康を維持するため
の生活習慣に取り組むこと
ができる

健康づくりに関する情報への
アクセス数(大津市ホームペー
ジ）

↑
病気の有無にかかわらず、前
向きに自分らしく暮らすことが
できていると感じる割合

↑

ア

いつまでもいきいきと暮らすことができる

生涯にわたる健康づくりができる

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

病気があっても、主観的健康
観が「とても健康」「まあまあ
健康」と答えた人の割合

自分の健康への関心を高め
ます

市民が各種検診（健診）を受
けて病気の早期発見や健康
管理ができる

市民に病気があっても支援
を受けながら生活することが
できる

↑

3

4

がんになっても、自分らしく生
活できるようにします

(ｸ)
がんを早く見つけて、医療に
つながるようにします

(ｷ)

(ｹ)

(ｺ)
糖尿病になっても、自分らしく
生活できるようにします

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい
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分野３ 高齢者支援  

 

 

  

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標１）〉

〈高齢者支援〉

要介護者・要支援者・総合事
業対象者の割合

↓

認知症になっても住み慣れた
地域で安心して生活すること
ができるかという問いに「そう
思う」、「ややそう思う」と答え
た市民の割合

介護の重症化防止に取り組
めるよう支援します

認知症の早期発見に取り組
みます

2

市民が、高齢になっても健康
を維持でき、生きがいをもっ
ていきいき暮らすことができ
る

市民が高齢になっても要介
護認定・要支援認定・総合事
業対象者とならずに生活する
ことができる1

健康を維持でき、生きがいを
もっていきいき暮らすことがで
きていると感じる高齢者の割
合

↑

いつまでもいきいきと暮らすことができる

生涯にわたる健康づくりができる

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

(ｵ)

3

↑

↑

ア

(ｱ)

(ｲ)

(ｳ)

(ｴ)

介護予防に取り組めるよう支
援します

認知症の方とその家族を支
援します

市民が認知症になっても住
み慣れた地域で安心して生
活することができる

要支援者・総合事業対象者
となっても介護予防サービス
を利用して生活することがで
きる

要支援者・総合事業対象者の
うち介護予防・生活支援サー
ビスを利用して生活している人
の割合

認知症の方を地域で支える
仕組みをつくります

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい

5
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 分野４ 難病支援  

 

  

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標１）〉

〈難病支援〉

難病患者が生活に満足を感じ
ている割合

↑

介護負担を感じる家族の割合 ↓

災害時の援助方法が明確に
なっている難病患者の割合

↑

↑

ア

難病患者が安心して在宅療
養ができるように支援します

災害時に難病患者が適切な
対応をとることができるように
します

家族の生活の質（QOL）が高
くなっている

災害時の対応が地域ぐるみ
でできる

難病患者の家族や周囲の方
が本人に継続した支援がで
きるようにします 2

3

(ｱ)

(ｲ)

(ｳ)

いつまでもいきいきと暮らすことができる

生涯にわたる健康づくりができる

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

難病患者や家族が、望む場
所で望む人と、安心して自分
らしい生活を続けることがで
きる

難病患者の生活の質（QOL）
が高くなっている

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

1

難病患者及びその家族が自
分らしく暮らすことができると
感じる割合

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい

6
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 分野５ 精神保健 

 
（１） 分野別の最終目標（最終アウトカム） 

精神保健分野における現状と課題に対して、「市民がなっているべき状態」（最終アウト

カム）を次のように設定します。 

  

精神障害者や精神的健康に課題を抱える者及びその家族並びに地域住民が、安定し

た社会生活を送ることができる 

 

現状値（２０１８年市民意識調査結果） 

   精神疾患がある方及びその家族が自分らしく暮らすことができていると感じる割合  

６．０９（平均値（１０点満点）） 

２．７５（標準偏差） 

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標１）〉

〈精神保健〉

精神病床における65歳以上の
1年以上の長期入院患者

↓

精神病床における65歳未満の
1年以上の長期入院患者

↓

家族のうち健康で落ち着いて
生活できている割合

↑

精神障害や精神的健康問題に関心

を持ち理解することができる割合 ↑

精神疾患がある方及びその家
族が自分らしく暮らすことがで
きていると感じるの割合

↑

いつまでもいきいきと暮らすことができる

生涯にわたる健康づくりができる

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

(ｳ)

ア

こころの健康づくりを支援し
ます

精神障害者及び精神的健康
に課題を抱える者を持つ家
族や周囲の方が継続支援を
できるように取り組みます

精神疾患に対する理解者を
増やします

精神障害者や精神的健康に課
題を抱える者の家族が健康で
落ち着いて生活できる

社会全体が精神疾患を受入
れることができる

2

3

(ｱ)

(ｲ)

精神障害者や精神的健康に
課題を抱える者及び家族並
びに地域住民が、安定した
社会生活を送ることができる

精神障害者や精神的健康に
課題を抱える者の状態が落
ち着いている1

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい

7
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基本目標 2  安全で快適な生活環境づくりを進めます  

 

 分野６ 感染症対策 

 

 

（１） 分野別の最終目標（最終アウトカム） 

感染症対策分野における現状と課題に対して、「市民がなっているべき状態」（最終ア

ウトカム）を次のように設定します。 

  

市民が感染症の脅威から逃れ、安心して暮らすことができる 

 

現状値（２０１８年市民意識調査結果） 

   感染症に関して不安なく暮らすことができていると感じる市民の割合  

    ７．６９（平均値（１０点満点）） 

    ２．２８（標準偏差） 

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標２）〉

〈感染症対策〉

先天性風しん症候群の発
生件数

→

結核り患率 ↓

集団発生事例における入
院患者の割合

↓

(ｳ)

(ｲ)

(ｱ)

いつまでもいきいきと暮らすことができる

安全で快適な生活環境がある

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

市民が感染症の脅威から逃
れ、安心して暮らすことがで
きる

市民が感染症にかからない
（予防している）

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

1

感染症に関して不安なく暮ら
すことができていると感じる市
民の割合

↑

ア

感染症の早期発見、早期治
療を支援します

感染症予防に取り組みます

医療機関・施設等の感染症
対策を強化・支援します

市民が感染症にかかっても、
適正な医療や支援を受ける
ことができる（重症化予防）2

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい

→ ・・・ 維持することが望ましい

8
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分野７ 生活衛生対策  

  

（１） 分野別の最終目標（最終アウトカム） 

生活衛生対策分野における現状と課題に対して、「市民がなっているべき状態」（最終

アウトカム）を次のように設定します。 

  

市民が健康で衛生的な日常生活を送ることができる 

 

現状値（２０１８年市民意識調査結果） 

   食べ物や暮らしを取り巻く衛生面に不安なく日常生活を送ることができていると感じる市

民の割合 

 ８．３３（平均値（１０点満点）） 

       １．９２（標準偏差） 

 

（２） 中間目標（中間アウトカム） 

最終目標（最終アウトカム）に向けて、「市民が受けているべきサービスの状態」（分野

別最終アウトカムの実現に向けて市民が「取組の総称」のサービスを受けたとき、市民

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標２）〉

〈生活衛生対策〉

(ｱ) 食中毒の発生を防止します

人口10万人当たりの食中毒
患者数

↓

食べ物や暮らしを取り巻く衛生
面に不安なく日常生活を送る
ことができていると感じる市民
の割合

↑

指導実施施設における翌年の
苦情再発率

↓

狂犬病予防接種率 ↑

いつまでもいきいきと暮らすことができる

安全で快適な生活環境がある

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

(ｳ)
動物の愛護と狂犬病の予防
を推進します

(ｲ)

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

ア

1

施設が原因となる感染症を
防止します

市民が衛生的な生活環境で
暮らすことができる

2

市民が健康で衛生的な日常
生活を送ることができる

市民が食中毒にならない

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい
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基本目標 3  安心して暮らせる医療体制づくりを進めます  

 

 分野８ 医療体制・医療安全 

 

  

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標３）〉

〈医療体制・医療安全〉

(ｲ) 在宅療養・看取りを支援します

病床機能のうち、不足する病
床数（回復期）

※

(ｶ) 小児救急体制を確保します

(ｳ)

(ｱ)

(ｸ)

(ｷ)

(ｵ)

(ｴ)

いつまでもいきいきと暮らすことができる

安心して暮らせる医療体制がある

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ） （分野別最終アウトカム）

↑

1

市民が望んでいる安全・安心
な医療を受けることができる

市民が状態に応じた医療を
選択することができる

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

医療を身近に感じて、安心し
て受診することができていると
感じる市民の割合

↑

ア

後方医療機関での休日、夜
間における受入れ体制を確
保します

歯科での休日における受入
れ体制を確保します

市民が適正に救急医療を利
用することができる

夜間の救急搬送で適正に利
用している割合（小児除く、夜
間の救急搬送で軽症を除いた
割合）

2

地域リハビリテーション支援
体制を整備します

適正な医療機能が保てるよう
にします

患者情報の共有を円滑にし
ます

長期療養や看取りに関す
る希望を持っている市民
の割合

かかりつけ医の活用をすす
めます

　

↑
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（１） 分野別の最終目標（最終アウトカム） 

医療体制（医療安全）分野における現状と課題に対して、「市民がなっているべき状態」

（最終アウトカム）を次のように設定します。 

  

市民が望んでいる安全・安心な医療を受けることができる 

 

現状値（２０１８年市民意識調査結果） 

   医療を身近に感じて、安心して受診することができていると感じる市民の割合 

     ７．９１（平均値（１０点満点）） 

     ２．１８（標準偏差） 

 

（２） 中間目標（中間アウトカム） 

最終目標（最終アウトカム）に向けて、「市民が受けているべきサービスの状態」（分野

別最終アウトカムの実現に向けて市民が「取組の総称」のサービスを受けたとき、市民が

どうなっていることを想定しているのか）については、次のとおりです。 

  

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）
取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ） （分野別最終アウトカム）

(ｹ)
医療などの安全・安心を確保
します

医療相談に対する相談者の納
得度

↑

市民が不安なく医療機関など
を利用することができる

市民が安全な医療などの
サービスを受けることができ
る

4

医療安全対策に関する委員会
を設置している病院の割合

※

3

体系図の記号について

↑ ・・・ 向上することが望ましい

↓ ・・・ 低下することが望ましい

→ ・・・ 維持することが望ましい

※ ・・・ 指標として数値目標になじ

まない。

（常に現状値を確認し継続

的な体制整備に努める。）
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 分野９ 健康危機管理  

 

  

〈市民のあるべき姿〉

〈あるべき姿（基本目標３）〉

〈健康危機管理〉

地域災害拠点病院数 ※ 災害に備えた体制構築状況 ※

国内発生があっても市内で感
染者がでない

※
新型インフルエンザ等発生時
に備えた体制構築状況

※

災害が起こったとき、市民が
健康を保つことができる

市民が災害時に必要な保健
医療を受けることができる

1

新型インフルエンザ等が発
生したとき、市民が健康を保
つことができる

市民の健康維持に従事する保
健師など専門職の確保

2

※

災害が起こったとき、市民の
健康面の安全を確保します

市民が災害時に避難所、自
宅での生活を健康に送ること
ができる

3

ア

新型インフルエンザ等が発
生したとき、市民の健康面の
安全を確保します

市民が新型インフルエンザ
等に感染しない

自然災害等を想定した訓練・
研修の実施回数

※

新型インフルエンザ等に対す
る医療を提供する医療機関等
の数

4

※

いつまでもいきいきと暮らすことができる

安心して暮らせる医療体制がある

取組の総称

市民が受けているべき 市民がなっているべき状態

ﾌﾟﾛｾｽ指標又はｱｳﾄｶﾑ指標 アウトカム指標

（分野別最終アウトカム）ｻｰﾋﾞｽの状態（中間ｱｳﾄｶﾑ）

市民が新型インフルエンザ
等に感染しても必要な医療を
受けることができる

イ

(ｲ)

(ｱ)

体系図の記号について

※ ・・・ 指標として数値目標になじ

まない。

（常に現状値を確認し継続

的な体制整備に努める。）
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